
一
、
は
じ
め
に

中
世
禅
林
に
お
い
て
は
『
碧
巖
録
』
や
『
臨
済
録
』
な
ど
が
盛
ん
に
提
唱
さ
れ
、

そ
の
講
義
録
と
し
て
の
抄
物
文
献
が
数
多
く
成
立
し
て
い
る
。
こ
の
抄
物
と
い
う

一
連
の
文
献
群
は
禅
門
ば
か
り
で
は
な
く
、
儒
家
・
神
道
家
・
医
家
な
ど
の
中
世

の
学
問
を
支
え
て
い
た
各
分
野
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
が
、
特
に
禅
門
・
博
士
家

に
お
い
て
盛
ん
で
あ
り
、
国
語
学
に
お
け
る
中
世
口
語
研
究
資
料
と
し
て
注
目
さ

れ
て
き
た
。

平
成
十
三
年
度
の
本
学
研
究
紀
要
の
拙
稿
「
中
世
禅
宗
に
お
け
る
語
録
抄
の
研

究
｜
『
臨
済
録
』
の
抄
を
中
心

（
１
）

に
｜
」
に
お
い
て
、
筆
者
は
『
臨
済
録
』
の
抄
物

に
つ
い
て
、
五
山
派
系
二
点
、
大
徳
寺
派
系
九
点
、
曹
洞
宗
系
三
本
に
つ
い
て
写

本
・
版
本
の
リ
ス
ト
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料
紹
介
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の

た
び
北
鎌
倉
の
松
ヶ
岡
文
庫
所
蔵
に
お
い
て
新
た
に
南
源
恭
薫
（
天
徳
寺
〔
愛
媛
県

松
山
市
〕
中
興
開
山

元
和
八
年
〔
一
六
二
二
〕
寂
）
に
よ
る
「
臨
済
録
抄
」（
以
下
「
南

源
臨
済
録
抄
」）
を
見
出
し
た
の
で
こ
こ
に
紹
介
検
討
す
る
次
第
で
あ
る
。

こ
の
「
南
源
臨
済
録
抄
」
は
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
撰
述
さ
れ
た
多

く
の
臨
済
録
抄
の
中
で
妙
心
寺
系
の
特
徴
を
有
す
る
文
献
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭

に
天
徳
寺
の
由
来
に
関
す
る
記
述
が
含
ま
れ
て
い
る
。
内
容
は
天
徳
寺
創
建
に
関

す
る
こ
と
、
妙
心
寺
開
山
関
山
慧
玄
と
天
徳
寺
中
興
に
関
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は

中
世
の
伊
予
地
方
の
戦
乱
に
よ
る
天
徳
寺
の
興
廃
に
関
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
り
、

こ
の
「
南
源
臨
済
録
抄
」
は
単
に
語
録
抄
研
究
に
と
ど
ま
ら
ぬ
重
要
な
資
料
で
あ

る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

平
成
十
九
年
九
月
三
日
に
筆
者
は
松
山
市
天
徳
寺
に
て
ご
住
職
の
曽
根
弘
全
師

な
ら
び
に
副
住
職
の
曽
根
弘
充
師
の
ご
高
配
を
得
て
天
徳
寺
関
係
資
料
や
南
源
恭

薫
の
語
録
・
年
譜
資
料
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
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た
松
山
天
徳
寺
所
蔵
の
諸
資
料
も
参
照
し
な
が
ら
、
こ
の
南
源
恭
薫
に
よ
る
「
臨

済
録
抄
」
の
冒
頭
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
南
源
臨
済
録
抄
の
位
置

こ
の
南
源
恭
薫
に
よ
る
臨
済
録
抄
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

こ
と
は
な
く
、
恐
ら
く
そ
の
存
在
す
ら
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
た
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。『
新
編
禅
籍
目
録
』で
も
取
り
上
げ
て
お
ら
ず
、
松
ヶ
岡
文

庫
の
目
録
で
は
、「
南
源
和
尚
教
衆
」（
架
蔵
番
号
、
ハ
一
三
二
三
）
と
あ
る
の
み

で
、
表
題
か
ら
は
こ
れ
が
臨
済
録
抄
で
あ
る
と
は
認
識
で
き
な
い
。
し
か
る
に
原

写
本
を
閲
覧
し
て
み
る
と
、
青
緑
色
の
原
本
表
紙
の
表
紙
左
端
に
「
南
源
和
尚
教

衆
」
と
墨
書
さ
れ
て
、
そ
の
「
南
源
」
の
二
文
字
の
横
に
小
字
で
「
臨
濟
録
抄
」

と
朱
書
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
見
返
し
に
は
「
宗
悦
」
と
押
印
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は

柳
宗
悦
の
蔵
書
印
で
あ
り
、
本
書
が
柳
宗
悦
に
よ
っ
て
松
ヶ
岡
文
庫
に
寄
贈
さ
れ

た
写
本
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
奥
書
に
は
南
源
の
自
筆
で
「
臨
済
録
抄

下

墨
付

九
十
七
丁
」
と
あ

り
、
続
い
て
「
此
臨
済
録
抄
壹
部
但
分
之
為
上
下
二
巻
者
也
。
於
豫
陽
松
山
城
下

江
西
山
天
徳
寺
書
写
焉
。
筆
者
、
叉
澤
柱
越
桂
茂

充
巨
、
此
九
人
之
禅
侶
也
。

上
巻
亦
此
衆
也
。
慶
長
十
七
年
壬
子
四
月
十
日
南
源
恭
薫
記
之
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。つ

ま
り
本
写
本
は
伊
予
松
山
の
天
徳
寺
に
あ
っ
た
南
源
恭
薫
が
慶
長
年
間
に

『
臨
済
録
』を
講
義
提
唱
し
、
こ
れ
を
会
下
の
九
人
の
僧
に
よ
っ
て
書
写
せ
し
め
て

成
立
し
た
写
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
写
本
を
調
査
し
て
み
る
と
複
数
の

筆
致
が
認
め
ら
れ
、
会
下
が
分
担
し
て
筆
録
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
提
唱
を
行
っ
た
僧
（
撰
述
者
）
が
奥
書
に
筆
録
者
の
僧
名
を
明
示
し

て
い
る
の
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
本
写
本
は
一
群
の
抄
物
文
献
が
ど
の
よ
う

に
作
成
さ
れ
て
い
く
の
か
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
残
念

な
こ
と
に
本
抄
は
下
巻
の
み
で
あ
り
、
完
本
で
は
な
い
。

三
、
南
源
恭
薫
と
伊
予
天
徳
寺
に
つ
い
て

と
こ
ろ
で
南
源
恭
薫
は
伊
予
地
方
で
活
躍
し
た
臨
済
宗
妙
心
寺
派
悟
谿
宗
頓
下

（
東
海
派
）
の
僧
で
あ
る
が
、『
正
法
山
宗
派
圖
』（
万
治
本
）
で
は
東
海
門
派
の
項
に

次
の
よ
う
な
法
系
が
示
さ
れ
て
い
る
。

○
大
徳
獨
秀
乾
才
｜
妙
心
仁
岫
宗
壽
｜
特
賜
大
通
智
勝
國
師
妙
心
快
川
紹
喜
｜

特
賜
定
慧
圓
明
國
師
妙
心
南
化
玄
興
｜
妙
心
湖
南
宗
岳
｜
妙
心
南
源
宗
薫

ま
た
松
ヶ
岡
文
庫
蔵
の
『
耆
舊
帳
』（
写
本
）
に
記
さ
れ
た
妙
心
寺
世
代
で
は
「
第

百
十
一
世
南
源
薫
｜
」（
四
丁
表
）
と
あ
り
、
妙
心
寺
第
一
一
一
世
と
し
て
名
を
連

ね
て
い
る
。

「
南
源
臨
済
録
抄
」で
は
一
丁
裏
か
ら
二
丁
表
の
頭
注
に
か
け
て
次
の
よ
う
な
南

源
に
関
す
る
記
事
が
細
字
で
記
さ
れ
て
い
る
。

南
源
恭
薫
禅
師
者
、
洛
西
正
法
山
妙
心
寺
、
再
住
畢
。
是
妙
心
開
山
大
定
聖

應
国
師
七
世
嗣
悟
谿
宗
頓
、
嗣
独
秀
乾
才
禅
師
、
嗣
仁
岫
宗
壽
禅
師
、
嗣
快

川
紹
喜
大
通
智
勝
国
師
、
嗣
南
化
玄
興
定
慧
圓
明
国
師
、
嗣
湖
南
宗
嶽
三
舟

圓
観
禅
師
、
嗣
南
源
恭
薫
也
。
于
時
豫
州
松
嵜
城
主
加
藤
左
馬
助
嘉
明
候
、

與
南
源
禅
師
懇
和
親
、
或
日
嘉
明
對
南
源
、
欲
豫
州
松
山
城
築
、
謀
要
點
。

師
請
迎
而
初
引
縄
。
旧
湯
築
松
嵜
両
城
、
移
築
今
松
山
也
。
于
時
慶
長
八
癸

卯
歳
秋
八
月
也
。
時
藤
候
不
忍
見
天
徳
寺
宇
荒
廃
、
鐘
魚

唖
聲
。
遂
相
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今
処
。
再
三
経
営
而
一
新
、
且
附
荘
田
百
石

山
林
寺
院
、
敷
地
免
除
諸
雑

費
皆
営
霜
而
特
屈
請
、
再
南
源
薫
和
尚
焉
。
当
江
西
山
陰
有
櫻
大
樹
、
曰
正

月
十
六
日
花
開
。
此
東
北
皆
山
也
。
東
尤

而
高
是
夕
陽
之
地
、
恵
風
晩

矣
。
而
年
々
正
月
十
六
日
花
必
開
矣
。
櫻
名

曰
、
扶
桑
初
櫻
、
十
六
日
櫻
、

老
翁
櫻
、
孝
行
櫻
、
車
還
桜
、
白
桜
、
西
行
庵
室
桜
、
天
徳
寺
櫻
、
天
覧
櫻
、

勅
使
櫻
、
節
會
櫻
、
二
八
兒
櫻
、
延
命
櫻
。
齋
明
帝
舒
明
帝
臨
幸
、
及
勅
使

之
橋
。
花
守
翁
車
還
神
。
西
行
法
師
庵
室
之
古
蹟
。
存
尚
今
。
傳
記

于
茲
。

こ
れ
に
よ
る
と
加
藤
嘉
明
は
松
崎
城
時
代
に
南
源
と
相
見
し
、
松
山
城
築
城
計

画
に
つ
い
て
相
談
し
て
お
り
、
そ
の
完
成
後
に
荒
廃
し
て
い
た
天
徳
寺
を
再
興
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
南
源
に
つ
い
て
は
、
伊
達
政
宗
の
帰
依
を
受
け
て
松
島
瑞

巌
寺
を
中
興
し
た
雲
居
希
鷹
（
一
五
八
二
〜
一
六
五
九
）
と
の
密
接
な
交
流
が
知
ら

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
雲
居
希
膺
の
年
譜
で
あ
る
『
松
島
瑞
巌
中
興
大
悲
円
満
国

師
雲
居
和
尚
年
譜
』
の
元
和
四
年
の
項
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
え
る
。

同
四
年
、
戊
午
。

師
三
十
七
歳
。
在
二

高
城
寺
一

。（
中
略
）
去
而
遊
方
、

二

往
伊
豫
松
山
一

戻

止
。
天
徳
寺
南
源
爲
二

舊
知
一

、
懇
接
待
。
城
主
加
藤
式
部
少
輔
明
成
、
聞
二

師
故
一

信
嚮
、
建
二

寶
樹
新
寺
一

、
爲
二

師
於
開
天
祖
一

。

（
平
野
宗
浄
『
雲
居
和
尚
年
譜
』
五
九
ー
六
〇
頁
）

雲
居
は
伊
予
三
谷
の
毘
沙
門
堂
で
生
ま
れ
、
九
歳
に
し
て
土
佐
太
平
寺
で
出
家
、

そ
の
後
住
持
の
真
西
堂
如
淵
と
と
も
に
東
福
寺
永
明
院
に
移
り
、
関
ヶ
原
の
合
戦

の
後
は
妙
心
寺
派
に
投
じ
、
妙
心
寺
蟠
桃
院
に
入
っ
て
い
る
。
三
三
歳
で
師
の
一

宙
東
黙
よ
り
印
可
を
受
け
る
も
、
一
所
に
定
ら
ず
遍
参
し
、
三
七
歳
の
と
き
伊
予

松
山
に
入
り
、
以
後
九
年
間
聖
胎
長
養
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
雲
居
の
伊
予

在
住
中
、
親
交
が
あ
っ
た
の
が
こ
の
南
源
で
あ
っ
た
。
南
源
を
通
じ
て
城
主
加
藤

嘉
明
・
明
成
父
子
と
の
関
係
が
築
か
れ
、
後
に
伊
達
政
宗
の
帰
依
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、『
正
法
山
宗
派
圖
』
に
「
南
源
宗
薫
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
『
雲
居
和
尚
年
譜
』
を
は
じ
め
南
源
の
法
名
を
「
宗

」
と
す
る
場
合
も

（
２
）

あ
る
。

前
述
の
ご
と
く
「
南
源
臨
済
録
抄
」
の
奥
書
で
は
自
ら
「
南
源
恭
薫
」
と
記
し
て

お
り
、
天
徳
寺
所
蔵
の
諸
文
献
に
も
ほ
と
ん
ど
「
恭
薫
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
「
多
幸
山

天
徳
禅
寺
秘
事

大
檀
那
河
野
氏

寺
中
結
衆
等
霊
簿
」（
以
下

「
多
幸
山
天
徳
寺
秘
事
」）
に
記
さ
れ
る
世
代
で
は
「
南
源
宗
薫
」
と
あ
り
、
天
徳
寺

側
で
も
二
つ
の
伝
承
を
有
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

四
、「
南
源
臨
済
録
抄
」
と
天
徳
寺
蔵
資
料
に
お
け
る
天
徳
寺
の
世
代
・
歴
史
に

つ
い
て

こ
の
「
南
源
臨
済
録
抄
」
の
冒
頭
一
丁
は
次
の
よ
う
な
天
徳
寺
に
関
す
る
記
述

が
見
え
る
。

関
西
臨
済
録
鈔
附
属
聖
應
國
師
法
孫
寺
譜
傳
之
巻
曰
、
曰
、
豫
州
道
後
多
華
山
天

徳
禅
寺
者
、
後
村
上
天
皇
勅
願
之
道
場
而
興
国
二
庚
辰
龍
集
春
三
月
六
日
、

当
國
司
四
條
少
将
有
資
卿
、
同
守
護
河
野
備
後
守
兼
弾
正
大
弼
越
智
宿

通

政
等
、
受
詔
同
郷
彌
勒
山
定
額
寺
移
大
伽
藍
。
本
尊
正
観
音
立
像
。
天
平
勝
宝

元
年
春
三
月
僧
行
基
受
勅
命
、
自
作
正
観
世
音
之
木
造
也
。
此
寺
天
武
九
年
四
月
例
大
寺
、

国
司
河
野
散
位
大
夫
越
智
宿
祢
玉
純
、
依
詔
大
伽
藍
弥
勒
寺
建
営
、
以
官
府
治
之
。
天
長
五

年
冬
十
月
当
彌
勒
寺
預
定
額
寺
、
同
七
年
九
月
庚
辰
為
天
台
別
院
。
爾
来
追
年
寺
運
衰
微
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矣
。
到
于
今
年
回
復
、
臨
済
宗
關
西
之
宰
寺
矣
焉
。
安

之
遺
蹟
也
。

開
山
主
僧
慧
玄
禅
師
、
綸
旨
下
賜
、
寺
内
東
西
拾
三
町
餘
、
南
北
六
丁
餘
。

敷
地
外
、
吉
原
郷
大
谷
保
内
、
浮
穴
郷
高
野
保
内
、
同
郷
田
井
保
内
、

志
郷
別

府
庄
内
、
合
三
百
貫
之
地
、
御
寄
進

山
門
下
馬
、
山
内
殺
生
、
竹
木
等
禁
制

之
事
、
同
年
九
月
十
八
日
也
。
又
同
年
同
月
三
日
塔
頭
彌
勒
院
外
十
七
院
、
衆
徒

等
、
朝
敵
退
散
、
御
願
成
就
、
宝
祚
安
泰
、
抽
精
誠
云
々
、
叡
感
之
綸
旨
下

賜
、
存
尚
今
。
当
開
山
大
定
聖
應
國
師
、
延
文
五
庚
子
十
二
月
十
二
日
遷
化
。
国
守
河
野

通
定
公
、
天
授
五
年
己
未
冬
十
一
月
六
日
桑
村
郡
佐
志
久
原
合
戦
為
細
川
氏
討
死
。
諡
法
號

日
勢
院
殿
前
豫
州
太
守
澹
山
了
空
大
禅
定
門
、
通
定
者
、
備
後
守
通
綱
之
嫡
子
弾
正
、
通
言

之
嫡
孫
也
。

天
徳
第
二
世
授
翁
、
康
暦
三
庚
申
三
月
廿
八
遷
化
。
天
徳
支
院
曰
、
彌
勒
、
日

勢
、
定
額
、
法
雲
、
禅
定
、
雲
門
、
義
安
、
得
善
、
圓
満
、
圓
盛
、
大
安
、

興
禅
、
安
城
、
了
恩
、
景
徳
、
光
明
、
大
寂
、
浄
福
。
文
中
三
甲
寅
夏
四
月
十

日
、
有
故
、
法
王
金
輪
覚
理
、
在
潜
幸
于
當
寺
、
依
之
、
武
田
陸
奥
守
信
春
、
小
笠
原
兵
庫

頭
政
長
、
以
兵
欲
襲
之
。
國
守
河
野
伊
予
守
通
定
拒
之
。
不
免
而
敗
走
矣
。
于
時
伽
藍
兵

燹
、
庫
裡
宝
塔
及
塔
頭
十
二
院
、
灰
燼
矣
。
僅
存
者
、
仏
殿
及
方
丈
開
山
堂
、
宝
倉
、
鐘

楼
、
山
門
、
勅
使
門
、
惣
門
、
筋
土
塀
、
及
日
勢
、
彌
勒
、
定
額
、
法
雲
、
禅
定
、
雲
門

也
。
而
後
明
徳
四
年
癸
申
四
月
廿
五
日
有
故
四
国
管
領
細
川
家
有
沙
汰
、
寺
領
悉
被
没
収
。

寺
運
衰

矣
。
後
土
御
門
院
御
宇
延
徳
二
年
回
復
矣
。

第
三
世
無
因
宗
因
、
應
永
十
七
庚
寅
年
六
月
四
日
遷
化
矣
。

第
四
世
日
峯
宗
舜
、
文
安
五
戊
辰
年
正
月
廿
六
日
遷
化
。

第
五
世
義
天
玄
承
、
寛
正
三
壬
午
年
三
月
十
八
日
遷
化
。

第
六
世
雪
江
宗
深
、
文
明
十
八
年
丙
午
年
六
月
二
日
遷
化
。

第
七
世
悟
谿
宗
頓
、
是
迄
皆
従
当
寺
洛
西
正
法
山
妙
心
禅
寺
曻
転
法
嗣
以
為
先
例
、
爾

後
有
故
失
之
。

河
野
刑
部
太
輔
通
宣
公
、
延
徳
二
庚
戌
年
六
月
十
七
日
再
建
、
寺
領
回
復
。

主
僧
尊
宿
月
湖
禅
師
請
迎
、
中
興
開
山
矣
、
是
第
八
世
也
。
第
九
世
郭
室
融
、

第
十
世
徳
應
亭
、
第
十
一
世
樵
岩
榮
、
第
十
二
世
仙
叟
壽
、
第
十
三
世
南
提

玄
竺
、
第
十
四
世
梅
叟
、
第
十
五
世
叟
就
、
第
十
六
世
南
源
恭
薫
也
。

以
上
が
「
南
源
臨
済
録
抄
」
冒
頭
第
一
丁
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
の
内
容
を
概

略
す
る
な
ら
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
天
徳
寺
は
天
武
九
年
（
六
八
〇
）

に
詔
に
よ
っ
て
河
野
玉
純
が
弥
勒
寺
と
い
う
大
伽
藍
を
造
営
し
、
天
長
五
年（
八
二

八
）
十
月
に
は
定
額
寺
と
な
り
、
同
七
年
（
六
八
二
）
九
月
に
は
天
台
別
院
と
な
っ

た
が
衰
微
し
た
。
そ
の
後
南
朝
後
村
上
天
皇
の
勅
願
寺
と
し
て
興
国
二
年（
一
三
四

一
）三
月
六
日
に
伊
予
国
司
四
條
資
郷
、
守
護
河
野
通
政
が
詔
を
受
け
、
関
山
慧
玄

が
綸
旨
を
受
け
て
住
持
と
し
て
任
ぜ
ら
れ
た
。
当
時
の
敷
地
は
広
大
で
あ
り
、
彌

勒
院
等
の
塔
頭
十
七
院
を
擁
す
る
大
寺
院
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
中
興
さ
れ
た

天
徳
寺
も
文
中
三
年
（
一
三
七
四
）
に
は
金
輪
覚
理
法
王
（
長
慶
上
皇
）
が
こ
の
寺

に
隠
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
細
川
方
の
武
田
信
春
・
小
笠
原
政
長
の
兵
に
よ
っ
て
襲

撃
さ
れ
、
守
る
河
野
通
定
が
敗
走
し
た
た
め
、
伽
藍
の
多
く
が
灰
燼
に
帰
し
、
伽

藍
で
残
っ
た
の
は
仏
殿
伝
・
方
丈
・
開
山
堂
・
宝
庫
・
鐘
楼
等
、
塔
頭
は
日
勢
・

彌
勒
・
定
額
・
法
雲
・
禅
定
・
雲
門
の
六
院
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
河
野
通
定

が
天
授
五
年
（
一
三
七
九
）
に
年
桑
村
郡
佐
志
久
原
合
戦
で
細
川
氏
に
討
た
れ
、
明

徳
四
年
（
一
三
九
三
）
四
月
に
は
細
川
氏
の
沙
汰
に
よ
っ
て
寺
領
悉
く
没
収
と
な
っ

た
。
し
か
し
百
年
後
の
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
六
月
に
河
野
通
宣
に
よ
っ
て
回
復

さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
八
世
月
湖
契
初
を
中
興
開
山
と
し
て
迎
え
、
第
一
六
世
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の
南
源
に
至
っ
た
。

以
上
が
こ
の
第
一
丁
目
の
記
載
内
容
に
基
づ
い
て
天
徳
寺
の
沿
革
を
ま
と
め
て

み
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
第
一
丁
に
は
書
き
込
み
頭
注
の
形
で
次
の
よ
う
な
記
述

も
見
え
る
。

関
西
臨
済
録
抄
、
追
補
集
、
聖
應
國
師
宝
瑞
鈔
ニ
曰
、
豫
州
道
後
多
幸
山
弥

勒
院
天
徳
寺
草
創
之
誌
中
ニ
、
人
皇
三
十
四
代
推
古
帝
四
年
、
法
興
六
年
冬

十
月
歳
在
丙
辰
、
詔
シ
玉
フ
テ
厩
戸
皇
子
ヲ
以
テ
伊
與
國
ニ
趣
カ
シ
ム
。
国

司
散
位
大
夫
乎
致
宿
祢
益
躬
、
勅
ヲ
奉
受
シ
テ
温
泉
郷
ニ
大
伽
藍
ヲ
造
立
シ

テ
天
徳
山
彌
勒
寺
ト
號
ス
。
本
朝
建
立
四
十
六
箇
寺
ノ
一
ニ
例
ス
。
天
平
勝

宝
元
年
春
三
月
蒙
勅
行
基
律
師
、
本
尊
正
観
世
音
ノ
木
造
、
彫
刻
安
置
。
天

武
帝
九
年
四
月
、
例
大
寺
、
国
司
散
位
大
夫
河
野
越
智
宿
祢
玉
純
、
伽
藍
建

立
、
以
官
府
治
之
。
天
長
五
年
冬
十
月
預
定
額
寺
、
同
七
年
九
月
庚
辰
為
天

台
別
院
。
後
村
上
天
皇
勅
詔
、
惠
玄
禅
師
及
国
司
四
條
少
将
有
資
卿
、
国
守

護
河
野
備
后
守
兼
弾
正
大
弼
越
智
宿
称
通
政
、
多
幸
山
之
岡
移
大
伽
藍
弥
勒

寺
、
山
號
改
天
徳
多
幸
替
、
寺
號
用
院
號
賜
。
山
内
東
西
十
三
町
餘
、
南
北

六
町
餘
寺
領
三
百
貫
之
地
、
御
寄
進
山
門
下
馬
、
山
内
竹
木
等
禁
制
之
札
、

以
下

。

こ
の
書
き
込
み
記
述
で
は
推
古
朝
の
と
き
、
聖
徳
太
子
が
伊
予
地
方
に
来
て
天

徳
山
彌
勒
寺
を
建
立
し
た
こ
と
が
新
た
に
見
え
る
が
、
本
文
と
大
体
同
じ
内
容
で

あ
る
。
し
か
る
に
こ
の
二
つ
の
記
載
内
容
で
ま
ず
問
題
と
な
る
の
が
、
本
文
冒
頭

の
「
関
西
臨
済
録
鈔
曰
」
あ
る
い
は
書
込
注
の
「
関
西
臨
済
録
抄
、
追
補
集
、
聖

應
國
師
宝
瑞
鈔
ニ
曰
、」と
い
う
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と「
関
西
臨
済
録
抄
」

や
聖
応
国
師
関
山
慧
玄
の
「
宝
瑞
鈔
」
に
当
た
る
と
も
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
関
山
慧
玄
に
関
す
る
研
究
の
中
で
こ
の
よ
う
な
文
献
は
報
告
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
の
存
在
す
ら
疑
問
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
松
山
天
徳
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
「
天
徳
寺
来
由
録
集
」

な
る
写
本
に
対
応
す
る
記
事
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
紹
介
し
た
い
。

関
西
臨
済
録
司
寺
院
鑑
初
編
附
録
曰
、
與
州
寺
院
草
創
三
大
寺
起
記
之
傳
曰
、

人
皇
三
十
四
代
推
古
天
皇
御
宇
四
年
法
興
六
年
丙
辰
歳
次
、
冬
十
月
勅
詔
厩

戸
皇
子
伊
與
國
三
津
行
啓
葛
城
臣
高
麗
僧
慧
慈
慧

二
大
法
師
供
奉
與
國
司

散
位
乎
致
宿
祢
益
躬
、
共
圖
而
三
大
寺
建
立
、
是
伊
與
國
寺
院
建
營
之
初
也
。

斯
一
在
温
泉
郡
熟
田
津
之
奥
山
井
河
上
郷
餘
戸
谷
天
徳
山
無
量
光
院
彌
勒
寺
、

訓
見
徳
威
縣
神
戸
、
就
田
津
之
奥
野
田
井
王
楯
、
徳
威
山
神
護
法
水
院
西
光

寺
。
斯
三
和
氣
郡
飽
田
津
之
奥
泰
山
寺
浦
戸
里
安
城
山
豫
城
院
。
是
本
朝
四

十
六
箇
例
大
寺
。
各
本
尊
阿
彌
陀
如
来
安
置
、
四
溟
泰
平
、
國
土
安
穏
勅
願

所
也
。
天
武
帝
御
宇
白
鳳
九
年
庚
辰
四
月
成
例
大
寺
。
扶
桑
史
曰
、
国
司
散
位
大

夫
乎
智
宿
祢
玉
純
、
奉
勅
三
大
伽
藍
建
營
曰
、
弥
勒
西
光
豫
樟
以
官
符
浴
之
。
爲
神
宮
司

神
亀
五
年
戊
辰
秋
八
月
廿
三
日
天
山
古
谷
野
徳
威
伊
豫
二
柱
出
雲
岡
湯
神
六

宮
也
。

こ
の
「
天
徳
寺
来
由
録
集
」
は
江
戸
期
か
ら
近
代
に
い
た
る
諸
写
本
を
合
冊
さ

せ
た
雑
集
で
あ
り
、
必
ず
し
も
古
い
資
料
で
は
な
い
が
、
こ
の
「
天
徳
寺
来
由
録

集
」
に
よ
る
限
り
、「
南
源
臨
済
録
抄
」
冒
頭
の
「
関
西
臨
済
録
鈔
」
と
は
元
来
「
関

西
臨
済
録
司
寺
院
鑑
初
編
附
録
」
で
あ
り
、
関
山
の
臨
済
録
抄
な
る
文
献
が
存
在

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
「
南
源
臨
済
録
抄
」
冒
頭
の
記
載
で
注
目
さ
れ
る
の
が
天
徳
寺
の

世
代
の
記
述
で
あ
る
。
ま
ず
「
開
山
主
僧
慧
玄
禅
師
」
と
あ
っ
て
開
山
が
妙
心
寺
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開
山
の
関
山
慧
玄
と
さ
れ
、
そ
の
後
六
世
ま
で
が
妙
心
寺
の
世
代
と
重
な
り
（「
天

徳
第
二
世
授
翁
」「
第
三
世
無
因
宗
因
」「
第
四
世
日
峯
宗
舜
」「
第
五
世
義
天
玄
承
」「
第

六
世
雪
江
宗
深
」）、
四
派
分
流
の
四
祖
の
う
ち
南
源
の
東
海
派
の
派
祖
悟
谿
宗
頓
を

第
七
世
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
妙
心
寺
開
山
関
山
慧
玄
は
こ
の
伊
予
天

徳
寺
に
住
し
た
の
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
天
徳
寺
の
世
代
に
つ
い
て
は
、
先
に
紹
介
し
た
「
天
徳
寺
来
由
録
集
」
の

他
、「
多
幸
山
天
徳
寺
秘
事
」と
外
題
さ
れ
た
写
本
世
代
表
が
あ
り
、
一
丁
表
上
部

に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

天
徳

開
山

○
延
文
五
庚
子
十
二
月
十
二
日
寂

妙
心
開
山
大
定
聖
應
國
師

ま
た
本
写
本
は
こ
の
世
代
表
の
次
に
河
野
家
の
系
図
（「
天
徳
寺
大
檀
那
豫
州
太

守
河
野
家
御
系
圖
」）
を
掲
げ
、
第
五
丁
表
に
「
過
去
帖

江
西
山
天
徳
寺
」
と
あ
っ

て
、
以
下
朔
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
廻
向
名
簿
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
第
五

丁
表
の
「
過
去
帖
」
と
記
さ
れ
た
右
側
に
細
字
で
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

當
寺
ハ
推
古
帝
奉
勅
法
興
六
年
十
月
在
歳
丙
辰
聖
徳
太
子
來
當
温
泉
大
伽
藍

建
立
、
國
司
散
位
乎
致
宿
祢
益
躬
奉
行
號
彌
勒
寺
台
門
也
。
後
哀
廃
因
而
後

村
上
帝
奉
勅
興
国
二
庚
辰
年
三
月
守
護
代
官
河
野
通
政
移
多
幸
山
麓
、
號
弥

勒
院
天
徳
寺
、
主
僧
奉
迎
大
定
聖
應
国
師
中
興
之
開
山
為
禪
宗
。

現
在
天
徳
寺
で
は
こ
の
南
源
恭
薫
を
臨
済
宗
と
し
て
の
中
興
開
山
と
し
て
、
実

質
的
な
開
山
に
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
一
方
に
お
い
て
後
村
上
天
皇
の
綸
旨
に
基

づ
く
関
山
慧
玄
の
開
山
説
も
天
徳
寺
側
の
諸
資
料
に
認
め
ら
れ
る
の
で
以
下
に
検

討
し
た
い
。

そ
も
そ
も
妙
心
寺
開
山
関
山
慧
玄
は
没

跡
の
禅
匠
と
し
て
語
録
を
残
さ
ず
、

ほ
と
ん
ど
伝
記
資
料
の
手
が
か
り
と
な
る
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
。
示
寂
後
百
年

以
上
も
過
ぎ
た
応
永
元
年
（
一
四
六
七
）
に
雪
江
宗
深
に
よ
る
「
開
山
行
実
記
」
が

撰
述
さ
れ
、
こ
れ
が
最
も
古
い
伝
記
で
は
あ
る
が
、
雪
江
自
身
の
弁
に
も
あ
る
よ

う
に
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
近
世
に
は
応
禅
普
善
創
作
と
も
い
う
べ

き
『
関
山
国
師
別
伝
』
の
説
が
流
布
し
、
混
乱
を
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
近

年
加
藤
正
俊
氏
に
よ
っ
て
関
山
伝
の
批
判
的
研
究
が
進
め
ら
れ
、そ
の
成
果
が『
関

山
慧
玄
と
初
期
妙
心
寺
』（
二
〇
〇
六
年

思
文
閣
出
版
）と
し
て
上
梓
さ
れ
た
。
こ

れ
よ
っ
て
関
山
研
究
は
飛
躍
的
に
進
ん
だ
と
い
え
る
が
、
こ
の
天
徳
寺
住
持
に
つ

い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
木
村
俊
彦
氏
の
「
大
本
山
妙
心
寺
開
山
関
山
国
師
略
年
譜
」
に
よ
る
と
、

関
山
は
暦
応
元
年
（
一
三
三
八

南
朝
延
元
三
年
）、
六
二
歳
で
妙
心
寺
に
入
寺
し
、

康
永
二
年
（
一
三
四
三
）、
六
七
歳
の
と
き
、
妙
心
寺
焼
失
の
後
、
浜
松
に
妙
心
寺

を
別
立
し
て
住
し
て
い
る
が
、
問
題
の
興
国
二
年
（
一
三
四
一
）
は
そ
の
間
の
こ
と

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
見
た
よ
う
に
「
南
源
臨
済
録
抄
」
で
は
「
後
村
上
天
皇
勅
願

之
道
場
而
興
国
二
庚
辰
龍
集
春
三
月
六
日
」・「
開
山
主
僧
慧
玄
禅
師
、綸
旨
下
賜
」

と
あ
る
が
、「
天
徳
寺
来
由
録
集
」に
は
次
の
よ
う
な
綸
旨
の
写
し
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。後

村
上
天
皇
御
綸
旨
之
寫

豫
陽
道
後
多
幸
山
天
徳
寺
住
職
之
事
所
者

勅
請
也
殊
専
佛
法
招
隆
可
奉

祈

寶
祚
延
長
者
依

天
氣
執
達
如
件

興
国
二
年
庚
辰
三
月
六
日

左
少
辨

有
資
（
花
押
）

恵
玄
和
尚
禅
室

伊
豫
國
道
後
多
幸
山
僧
侶
可
被
抽

天
長
地
久

朝
敵
退
散

御
願
成
就

寶
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祚
安
泰

精
誠
之

如
件

興
國
二
年
庚
辰
秋
九
月
三
日

左
少
将
（
花
押
）

天
徳
寺
衆
徒
等
中

こ
の
綸
旨
の
写
し
で
あ
る
が
、
こ
の
九
月
の
調
査
に
お
い
て
副
住
職
曽
根
弘
充

実
師
と
と
も
に
天
徳
寺
蔵
の
諸
資
料
を
閲
覧
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
先
代
住
職
で
天

徳
寺
先
住
の
曽
根
祖
宏
師
が
最
も
大
切
な
資
料
と
し
て
保
管
し
て
い
た
軸
物
（
乾

坤
の
二
軸
）
の
う
ち
、
乾
の
軸
の
最
初
に
後
村
上
天
皇
の
綸
旨
（
写
し
）
を
拝
見
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

豫
陽
道
後
多
幸
山
天
徳
寺

住
職
之
事
所
者

勅
請
也
殊
専
佛
法
招
隆
可
奉
祈

寶
祚
延
長
者
依

天
氣
執
達
如
件

興
国
二
年
庚
辰
三
月
六
日

左
少
辨

有
資
（
花
押
）

恵
玄
和
尚
禅
室

こ
れ
は
関
山
研
究
に
お
け
る
新
出
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
南
北
朝
の
動
乱
期

に
お
け
る
伊
予
地
方
の
禅
宗
の
展
開
を
考
察
す
る
上
で
興
味
深
い
文
献
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

こ
の
「
天
徳
寺
来
由
録
集
」
の
後
村
上
天
皇
の
綸
旨
に
続
く
記
載
は
次
の
ご
と

く
で
あ
る
。

後
村
上
天
皇
興
国
二
庚
辰
春
三
月
六
日
奉

詔
國
師
四
條
少
将
有
資
卿
同
守

護
河
野
備
後
守
兼
弾
正
大
弼
通
政
、
同
國
温
泉
郷
多
幸
山
麓
移
大
伽
藍
、
改

號
多
幸
山
天
徳
寺
。
慧
玄
禅
師
受
詔
為
開
山
主
僧
、
綸
旨
賜
下
、
寺
内
東
西

拾
三
町
餘
、
南
北
六
町
餘
之
敷
地
及
吉
原
郷
大
谷
保
、
浮
穴
郷
高
野
保
、
同

郷
田
井
保
、

志
郷
別
府
庄
、
合
三
百
貫
、

山
門
下
馬
山
内
竹
木
殺
生
等

禁
制
之
事
。
同
年
九
月
十
八
日
也
。
又
同
年
同
月
三
日
塔
頭
弥
勒
院
外
十
八

院
衆
徒
等
、
受
詔
、
朝
敵
退
散
、
御
願
成
就
、
宝
祚
安
泰
、
抽
精
誠
云
々
。
依

勤
行
、
叡
感
之
綸
旨
賜
下
。
天
徳
支
院
十
八
、
庵
五
、
曰
、
弥
勒
、
日
勢
、

定
額
、
法
雲
、
禅
定
、
雲
門
、
義
安
、
得
善
、
圓
満
、
圓
盛
、
大
安
、
興
禅
、

安
城
、
了
恩
、
景
徳
、
光
明
、
大
寂
、
浄
福
。
庵
曰
、
寒
松
、
吸
江
、
清
光
、

大
正
、
興
聖
。
興
国
二
庚
辰
三
月
六
日
有
詔
延
元
之
乱
、
北
國
之
役
忠
死
霊
魂
慰
祭
永
遠

国
威
之
典
於
爲
令
遺
斯
伽
藍
矣
。
北
朝
延
文
五
、

南
朝
正
平
十
五
庚
子
年
十
二
月
十
二
日
。
開
山
大

定
聖
應
國
師
遷
化
矣
。

文
中
三
甲
寅
年
四
月
十
日
、
有
故
、
法
王
金
輪
覚
理
、
在
潜
幸
。
武
田
陸
奥

守
信
春
、
小
笠
原
兵
庫
頭
政
長
、
以
兵
欲
襲
之
。
國
守
河
野
伊
予
守
通
定
、

拒
之
、
失
利
敗
走
矣
。
此
時
大
伽
藍
兵
燹
羅
、
方
丈
、
庫
裏
、
宝
塔
、
及
塔

頭
十
二
院
灰
燼
矣
。
僅
存
者
、
仏
殿
、
方
丈
、
開
山
堂
、
宝
庫
、
鐘
楼
、
山

門
、
勅
使
門
、
惣
門
、
鎮
守
三
社
、
筋
土
塀
、
及
弥
勒
、
日
勢
、
定
額
、
雲

門
、
法
雲
、
禅
定
耳
也
。

明
徳
四
癸
申
年
四
月
廿
五
日
、
有
故
四
国
管
領
職
細
川
家
有
沙
汰
、
当
寺
領

悉
被
没
収
畢
。
因
寺
運
衰
替
矣
。

天
授
五
巳
未
冬
年
冬
十
一
月
六
日
河
野
弾
正
大
弼
通
定
、
於
桑
村
郡
佐
志
久

原
與
河
野
通
勅
共
爲
細
川
武
蔵
守
合
戦
敗
死
矣
。
又
諡
法
號
日
勢
院
殿
前
豫

州
太
守
澹
山
了
空
大
禅
定
門
。
是
ハ
御
父
通
政
公
御
法
名
ナ
リ
。
文
中
六
年

四
月
十
二
日
徳
威
原
ニ
於
テ
戦
死
ス
。
南
朝
天
授
六
、
北
朝
康
暦
二
庚
申
年

三
月
廿
八
日
前
住
天
徳
第
二
世
授
翁
宗
弼
神
光
寂
照
禅
師
遷
化
矣
。
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こ
の
一
文
を
前
出
の
「
南
源
臨
済
録
抄
」
の
記
述
と
比
較
検
討
す
る
な
ら
ば
、

若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
こ
の
「
天
徳
寺
来
由
録

集
」
な
る
資
料
は
、
天
徳
寺
側
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
を
書
写
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
資
料
で
あ
る
が
、
前
出
の
記
事
と
同
筆
で
天
徳
寺
世
代
に
つ
い

て
は
三
十
一
世
の
翠
岩
蘭
和
尚
の
天
保
三
年
ま
で
の
資
料
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
書
写
年
代
は
天
保
期
ま
で
下
る
資
料
で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

「
南
源
臨
済
録
抄
」の
伝
承
と
一
致
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
中

世
の
伝
承
を
ふ
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
「
天
徳
寺
来
由
録
集
」
に
は
「
花
乃
隈
遠
音
の
轡

第
五
の
巻
」
か
ら
の
引

用
と
し
て
次
の
一
文
も
見
え
る
。

伊
豫
國
道
後
天
徳
寺
建
立
乃
事
。
附
河
野
家
一
門
父
子
兄
弟
離
散
衰
別
。
興

国
二
年
庚
辰
春
三
月
六
日

後
村
上
天
皇

詔
あ
り
て
當
國
湯

イ
築
ト
ア
リ

月
山
の
城
主

河
野
弾
正
太
郎
通

イ
ニ
政
ト
ア
リ

方
に
命
し
て
道
後
の
屋
形
の
北
部
多
幸
山
の
麓
に
大
伽
藍

を
造
ら
し
め
本
尊
正
観
世
音
菩
薩
の
木
像
を
安

せ
し
め
是
初
め
伊
予
国
温
泉

郷
弥
勒
寺
の
大
伽
藍
を
称
資
産
号
次
号
を
改
め
た
り
。
又
た
天
平
十
三
年
の
昔
し
僧
行
基

の
自
作
一
刀
三
礼
の
靈
佛
な
り
。
洛
西
正
法
山
妙
心
寺
の
大
定
聖
應
國
師
を
請
迎

開
山
の
主
僧
と
な
し
國
家
安
寧
を
祈
ら
し
め
猶
又
過
る
延
元
の
冬
春
北
國
の

役
に
て

死
を
と
げ
し
通
方
が
父
祖
父

小
家
の
子
郎
徒
等
の
霊
魂
を
慰
さ

め
祭
ら
し
め
給
ふ
所
な
り
。
多
幸
山
彌
勒
院
天
徳
寺
と
號
し
て

志
浮
名
の

両
郷
内
に
て
三
百
貫
の
地
を
御
寄
附
弾
正
太
郎
通
方
ハ
弾
正
太
郎
通
言
の
子

に
し
て
検
非
違
使
武
者
所
備
後
守
通
綱
の
為
に
ハ
嫡
孫
な
り
。
通
方
成
長
し

て
諱
を
通
政
と
改
め
、
父
祖
父
の
遺
志
を
継
ぎ
始
終
南
朝
に
つ
か
へ
奉
り
義

を
金
石
よ
り
も
固
く
し
ば
〳
〵
軍
忠
を
な
し
ぬ
。
老
て
入
道
と
な
り
日
勢
院

に
入
給
ふ
て
法
名
を
澹
山
了
空
と
號
。
先
帝
覚
理
法
皇
を
守
護
奉
り
て
文
中

三
年
四
月
十
二
日
徳
威
原
に
而
討
死
。
其
男
通
定
者
細
川
武
蔵
守
の
為
に
戦

死
。
天
授
五
年
十
一
月
六
日
桑
木
郡
佐
志
久
山
ニ
於
テ
河
野
讃
岐
守
兼
刑
部
太
輔
通
直
等

西
園
寺
公
俊
共
也
。
亦
通
直
公
者
天
徳
寺
殿
五
代
御
祖
に
し
て
西
園
寺
公
俊
卿

得
能
右
馬
頭
通
定
二
公
者
御
妹
聟
也
。（
後
略
）

こ
の
よ
う
に
「
天
徳
寺
来
由
録
集
」
に
は
、
後
村
上
天
皇
の
綸
旨
に
よ
っ
て
関

山
慧
玄
が
天
徳
寺
主
僧
と
し
て
招
か
れ
た
こ
と
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
慎
重
な
考
察
が
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
関

山
の
年
譜
の
空
白
部
分
を
埋
め
る
資
料
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
も
あ
れ
古

代
の
天
徳
山
彌
勒
寺
の
寺
基
を
道
後
湯
築
城
の
北
方
の
多
幸
山
に
移
転
し
、
臨
済

宗
天
徳
寺
開
山
と
し
て
妙
心
寺
よ
り
関
山
慧
玄
を
迎
え
た
こ
と
は
四
国
地
方
に
お

け
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
展
開
を
考
え
る
上
で
大
き
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

と
こ
ろ
で
関
山
以
後
の
天
徳
寺
の
世
代
に
つ
い
て
は
、「
南
源
臨
済
録
抄
」で
は

前
述
の
ご
と
く「
天
徳
第
二
世
授
翁
」「
第
三
世
無
因
宗
因
」「
第
四
世
日
峯
宗
舜
」

「
第
五
世
義
天
玄
承
」「
第
六
世
雪
江
宗
深
」「
第
七
世
悟
谿
宗
頓
」と
記
し
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
か
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
授
翁
以
降
の
妙
心
寺
派
の

僧
た
ち
が
こ
の
伊
予
天
徳
寺
に
住
し
た
と
い
う
記
述
は
『
正
法
山
六
祖
伝
』
等
の

妙
心
寺
派
の
僧
伝
類
に
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
こ
の
「
南
源
臨
済
録
抄
」
の
記
載
に
つ
い
て
も
、
天
徳
寺
側
の
資

料
に
お
い
て
対
応
す
る
文
献
が
存
在
す
る
。
前
出
の
「
多
幸
山
天
徳
禅
寺
秘
事
」

な
る
写
本
に
は
、
各
紙
の
上
下
に
世
代
が
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
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天
徳

開
山

○
延
文
五
庚
子
十
二
月
十
二
日
寂

妙
心
開
山
大
定
聖
應
國
師

中興
嗣
湖
南
嶽
前
月
桂
二
世

天
徳
開
山
南
源
宗
薫
和
尚

天
徳

二
世

康
暦
二
庚
申
三
月
廿
八
日

授
翁
宗
弼
神
光
寂
照
禅
師

中
興
南
源

第
二
世

嗣

山
景
存

白
林
寺
開
山

天
徳
二
世
蘭
叟
紹
秀
和
尚

天
徳

三
世

応
永
十
七
庚
寅
六
月
四
日

無
因
宗
因
興
文
圓
慧
・
・

同
上

嗣
湖
南
宗
嶽
江
西
寺
開
山

天
徳
三
世
明
堂
宗
證
座
元

天
徳

四
世

文
安
五
戊
辰
正
月
廿
六
日

日
峰
宗
舜
禅
源
大
濟
・
・

同
上

嗣
南
源
恭
薫
前
月
桂
三
世

天
徳
中
興
雲
岩
全
祥
和
尚

天
徳

五
世

寛
正
三
年
三
月
十
八
日

義
天
玄
承
大
慈
慧
光
・
・

同
上

嗣
舟
山
宗
毘

天
徳
五
世
懶
翁
玄
康
首
座

天
徳

六
世

文
明
十
八
年
六
月
二
日

雪
江
宗
深
佛
日
真
照
・
・

同
上

嗣
古
峯
宗
順

天
徳
六
世
月
宗
元
珠
座
元

天
徳

七
世

九
月
六
日

悟
谿
宗
頓
大
興
心
宗
・
・

同
上

嗣
月
宗
玄
珠

天
徳
七
世
真
岩
宗
實
座
元

八
月
七
日

獨
秀
乾
才
禪
師

中
興
南
源
和
尚

嗣
鐵
帚
宗
州

天
徳
八
世
興
源
宗
右
座
元

仁
岫
宗
寿
禪
師

同
上

嗣
興
源
宗
右

天
徳
九
世
遺
志
祖
言
座
元

快
川
紹
喜
大
通
智
勝
國
師

同
上

嗣
鐵
帚
宗
州

天
徳
十
世
霊
叟
指
空
和
尚

五
月
廿
日

南
化
玄
興
定
慧
圓
明
國
師
｜

山
景
存
｜
蘭
叟
紹
秀

月
桂
開
山

湖
南
宗
嶽
三
舟
圓
観

正
月
七
日

禅
師
｜
明
堂
宗
證

月
桂
二
世

南
源
宗
薫
禪
師

天
徳
文
中
三
年
巳
四
月
十
二
日
浮
穴
郷
徳
威
原
合
戦
河
野
通
政
自
殺

日
勢
院
殿
前
予
州
太
守
澹
山
了
空
大
禅
定
門

月
桂
三
世

雲
岩
全
祥
禪
師
｜
舟
山
宗
毘

善
光
寺
殿
浄
山

天
授
五
年
己
未
冬
十
一
月
六
日
戦
死

散
位
従
四
位
下
弾
正
太
郎
兼
伊
予
守
越
智
宿
祢
通
□

月
桂
四
世

大
安
知
瑞
｜

嗣
南
化
玄
興

前
住
妙
心

山
景
存
和
尚
｜
蘭
叟
紹
秀

月
桂
五
世

古
峯
宗
順
｜

嗣
當
山
中
興
雲
岩
祥
老
和
尚
法

前
住
萬
壽
舟
山
宗
毘
禪
師
｜
懶
翁
玄
東

月
桂
六
世

鐵
帚
宗
州
｜

中
興
南
源
天
徳
十
世
再
中
興

霊
叟
指
空
｜

嗣
鐵
帚
宗
州
単
傳
中
興

月
桂
七
世
瑞
應
宗
圭
和
尚

嗣
瑞
應
宗
圭

月
桂
八
世
篁
谷
宗
貞
和
尚

月
桂
九
世
現
住

層
崖

こ
の
「
多
幸
山
天
徳
寺
秘
事
」
に
見
え
る
世
代
の
記
述
は
天
徳
寺
十
世
の
霊
叟

指
空
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
南
源
臨
済
録
抄
」
以
後
で
あ
る
が
、
天

徳
寺
側
で
は
関
山
を
開
山
と
し
、
南
源
を
中
興
開
山
と
し
て
実
質
的
に
南
源
を
祖

と
す
る
世
代
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
問
題
は
妙
心
寺
二
世
授
翁
以

下
の
世
代
で
あ
る
が
、
天
徳
寺
の
歴
住
と
し
て
位
置
づ
け
る
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。

実
質
的
に
は
関
山
示
寂
（
延
文
五
年
〔
一
三
六
〇
〕）
後
、
十
数
年
を
経
た
文
中
三
年

に
は
荒
廃
し
、
三
〇
数
年
後
の
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
に
は
細
川
の
沙
汰
に
よ
っ

て
廃
絶
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
世
代
に
つ
い
て
結
論
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
こ

れ
は
南
源
に
至
る
法
系
、
す
な
わ
ち
悟
谿
宗
頓
下
（
東
海
派
）
の
快
川
紹
喜
｜
南

化
玄
興
｜
湖
南
宗
嶽
｜
南
源
恭
薫
と
相
承
す
る
法
系
が
、
中
興
さ
れ
た
天
徳
寺
以

前
の
世
代
と
し
て
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
前
述
の
資
料
に

「
天
徳
二
世
蘭
叟
紹
秀
」
の
上
に
「
中
興
南
源
第
二
世
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
天
徳
寺
で
は
実
質
的
に
は
南
源
か
ら
世
代
を
数
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
南
源
臨
済
録
抄
」
で
は
、
七
世
の
悟
谿
に
続
い
て
第
八
世
と
し
て

中
興
開
山
と
し
て「
月
湖
禅
師
」「
第
九
世
郭
室
融
」「
第
十
世
徳
應
亭
」「
第
一
世

樵
岩
榮
」「
第
十
二
世
仙
叟
壽
」「
第
十
三
世
南
提
玄
竺
」「
第
十
四
世
梅
叟
」「
第

― ―9



十
五
世
叟
就
」
と
次
第
し
て
、
第
十
六
世
と
し
て
南
源
恭
薫
と
な
っ
て
い
る
。
実

は
こ
の
中
興
八
世
か
ら
南
源
の
前
の
十
五
世
ま
で
は
曹
洞
宗
の
僧
で
あ
る
。

こ
れ
は
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
四
月
の
四
国
管
領
細
川
氏
の
沙
汰
に
よ
り
「
寺

領
悉
被
没
収
」
と
い
う
事
態
に
よ
っ
て
一
旦
廃
絶
と
な
り
、
こ
れ
よ
り
約
百
年
後

の
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）
に
河
野
通
宣
の
時
に
寺
領
を
回
復
し
て
再
建
さ
れ
た
時

に
は
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
曹
洞
系
の
僧
た
ち
の
曹
洞
宗
の
系
譜
に
よ
っ
て
次
の
よ

う
に
確
認
さ

（
３
）

れ
る
。

「
月
湖
禅
師
」＝

月
湖
契
初
（
隆
慶
寺
〔
愛
媛
県
今
治
市
米
屋
〕
四
世
、
龍
穏
寺
〔
松

山
市
御
幸
〕
開
山
）

「
第
九
世
郭
室
融
」＝

廓
室
清
融
（
隆
慶
寺
五
世
、
雲
祥
寺
〔
松
山
市
味
酒
町
〕
開

山
、
龍
穏
寺
二
世
）

「
第
十
世
徳
應
亭
」＝

照
巌
永
享
（
徳
翁
永
と
も

大
雄
寺
六
世
、
西
光
寺
開
山
）

「
第
十
一
世
樵
岩
榮
」＝

樵
巌
良
永
（
龍
穏
寺
四
世
）

「
第
十
二
世
仙
叟
壽
」＝

僊
叟
良
寿
（
龍
穏
寺
五
世
）

「
第
十
三
世
南
提
玄
竺
」＝

南
提
玄
竹
（
龍
穏
寺
六
世
）

「
第
十
四
世
梅
叟
」＝

梅
叟
寿
芳
（
龍
穏
寺
七
世
、
大
雄
寺
九
世
、
西
竜
寺
〔
松
山
市

持
田
町
〕
開
山
、
広
島
県
宗
光
寺
開
山
）

「
第
十
五
世
叟
就
」＝

中
叟
文
就
（
龍
穏
寺
八
世
）

天
徳
寺
の
「
中
興
開
山
」
と
記
さ
れ
た
月
湖
契
初
は
曹
洞
宗
で
も
い
わ
ゆ
る
峨

山
派
で
通
幻
下
の
石
屋
真
梁
を
派
祖
と
す
る
石
屋
派
に
属
す
る
。
石
屋
派
は
鹿
児

島
福
昌
寺
が
中
心
寺
院
で
あ
る
が
特
に
周
防
竜
文
寺
・
長
門
大
寧
寺
を
拠
点
と
し

て
に
西
日
本
各
地
に
展
開
し
た
派
で
あ
る
。
こ
の
天
徳
寺
も
中
世
末
期
の
再
興
時

に
は
石
屋
派
寺
院
（
竜
文
寺
〔
山
口
県
徳
山
市
〕
の
系
統
）
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
八
代
の
歴
住
が
天
徳
寺
の
近
隣
の
龍
穏
寺
（
月
湖
契
初
開
山
）
の
世
代
と
重
な

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
後
寺
勢
が
衰
え
、
近
世
初
頭
加

藤
嘉
明
が
伊
予
に
入
り
、
南
源
恭
薫
を
迎
え
て
臨
済
宗
の
寺
院
と
し
て
開
堂
し
再

び
隆
盛
に
至
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
天
徳
寺
は
推
古
朝
に
創
建
さ
れ
た
弥
勒
寺
を
前
身
と
し
て
、
興
国

二
年
に
道
後
北
の
多
幸
山
の
地
に
天
徳
寺
と
し
て
中
興
さ
れ
て
関
山
慧
玄
を
迎
え

て
、
曹
洞
宗
月
湖
に
よ
る
中
興
、
そ
し
て
南
源
に
よ
る
中
興
と
い
っ
た
歴
史
を
た

ど
っ
て
お
り
、
実
質
的
な
開
山
で
あ
る
南
源
以
降
で
も
「
天
徳
寺
秘
事
」
の
世
代

に
見
た
よ
う
に
四
世
雲
岩
全
祥
が
中
興
、
十
世
霊
叟
全
祥
の
再
中
興
と
さ
れ
て
い

る
。五

、
南
朝
史
研
究
に
お
け
る
天
徳
寺
関
連
資
料
に
つ
い
て

さ
て
以
上
の
よ
う
に
天
徳
寺
は
後
村
上
天
皇
の
綸
旨
に
み
る
よ
う
に
南
朝
と
の

関
係
の
深
い
寺
院
で
あ
っ
た
。

「
南
源
臨
済
録
抄
」
に
は
「
衆
徒
等
、
朝
敵
退
散
、
御
願
成
就
、
宝
祚
安
泰
、
抽

精
誠
云
々
、
叡
感
之
綸
旨
下
賜
存
尚
今
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
記
事
に

対
応
す
る
箇
所
が
「
天
徳
寺
来
由
」
に
次
の
よ
う
な
写
し
が
残
さ
れ
て
い
る
。

豫
州
道
後
湯
上
余
戸
谷
天
徳
山
弥
勒
寺
僧
侶
等
、
天
地
長
久
、
朝
敵
退
散
、

御
願
成
就
、
宝
祚
安
泰
、
可
被
抽
精
誠
之
状
如
件

元
弘
三
年
癸
酉
四
月
廿
三
日

尊
良
（
花
押
）

無
量
光
院
弥
勒
衆
徒
中

尊
良
と
は
後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
。
南
朝
側
の
綸
旨
に
し
ば
し
ば
諸
寺
院
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に
対
し
て
祈
祷
を
命
じ
た
り
、
謝
意
を
示
す
綸
旨
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
天
徳
寺
関
係
資
料
は
南
北
朝
史
研
究
に
お
い
て
も
興
味
深
い
資
料
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
特
に
文
中
三
年
四
月
十
日
に
法
王
金
輪
覚
理
が
天
徳
寺
に
隠

れ
、
武
田
信
春
、
小
笠
原
政
長
の
軍
勢
に
襲
撃
さ
れ
、
河
野
通
定
が
敗
走
し
、
伽

藍
が
焼
失
し
た
と
い
う
記
事
は
、
天
徳
寺
が
後
村
上
天
皇
の
綸
旨
以
来
、
南
朝
方

の
拠
点
と
な
っ
た
寺
院
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
法
王
金

輪
覚
理
と
は
南
朝
の
長
慶
上
皇
の
こ
と
で
あ
る
が
、
従
来
の
南
朝
史
研
究
に
お
い

て
、
こ
の
長
慶
上
皇
の
晩
年
の
こ
と
は
不
明
と
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
森
茂
暁

氏
は
『
南
朝
全
史

大
覚
寺
統
か
ら
後
南
朝
へ
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
）
に
お
い
て

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

長
慶
上
皇
の
薨
去
に
つ
い
て
は
、『
大
乗
院
日
記
目
録
』
応
永
元
年
（
一
三
九

四
）
八
月
一
日
条
の
「
大
覚
寺
法
皇
崩
ず
、
五
十
二
、
長
慶
院
と
号
す
」
と
い

う
記
事
に
よ
っ
て
、
応
永
元
年
八
月
没
、
享
年
五
二
歳
と
さ
れ
て
い
る
。
逆

算
す
る
と
、
生
年
は
興
国
四
年
（
一
三
四
三
）、
在
位
中
の
年
齢
は
二
六
〜
四

一
歳
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
長
慶
上
皇
の
晩
年
の
動
向
を
伝
え
る
史
料
は
な

く
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
没
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
長
慶
上
皇
の
陵
墓
と

し
て
前
述
の
「
嵯
峨
東
陵
」
が
指
定
さ
れ
た
が
、
確
た
る
証
拠
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
。
長
慶
上
皇
の
別
称
を
「
慶
寿
院
」
と
い
う
が
、
こ
の
称
が
長
慶

上
皇
の
皇
子
で
あ
る
海
門
和
尚
承
朝
が
止
住
し
た
天
龍
寺
の
塔
頭
慶
寿
院
に

ち
な
む
こ
と
、
お
よ
び
長
慶
上
皇
も
最
終
的
に
は
入
洛
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と

か
ら
み
て
、
そ
の
居
所
が
慶
寿
院
で
、
没
後
は
そ
の
供
養
所
で
あ
っ
た
ろ
う

か
ら
、
慶
寿
院
の
跡
地
で
あ
る
当
所
に
指
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
長
慶
天
皇

の
晩
年
の
住
地
や
終
焉
の
場
所
な
ど
、
学
問
的
に
は
ま
だ
未
解
決
の
問
題
が

少
な
く
な
い
。（
一
三
〇
頁
）

こ
の
よ
う
に
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
長
慶
上
皇
の
最
晩
年
の
動
向
と
終
焉
に

つ
い
て
天
徳
寺
史
料
が
伝
え
る
内
容
は
、
南
朝
史
研
究
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を

も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
重
要
な
資
料
と
し
て
は
、
天
徳
寺
蔵
の
「
芳
闕

嵐
史
」
な
る
写
本
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
南
朝
の
重
臣
た
る
四
條
家
が
一
門

の
忠
君
の
事
跡
を
興
国
年
間
か
ら
宝
徳
年
間
に
か
け
て
記
録
し
た
資
料
で
、
天
徳

寺
写
本
は
慶
長
元
年
の
南
源
恭
薫
に
よ
る
書
写
本
と
さ
れ
る
が
、
幸
い
こ
れ
が
平

成
十
三
年
長
岡
悟
氏
に
よ
っ
て
全
文
紹
介
さ
れ
る
に
至
り
、
こ
の
長
慶
上
皇
に
関

す
る
記
述
も
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で

（
４
）

あ
る
。
当
該
記
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
十
三

徳
威
ヶ
原
の
戦
い

長
慶
院
崩
御
の
事

こ
れ
よ
り
随
従
の
武
士
に
は
、
猶
も
心
を
砕
き
、
元
中
三
丙
寅
の
年
正
月
の

初
め
よ
り
、
法
皇
に
は
温
泉
郷
湯
の
北
、
多
幸
山
天
徳
寺
弥
勒
院
に
潜
匿
座

し
給
う
て
、
軍
謀
御
企
て
怠
ら
ず
あ
り
し
と
、
ま
た
、
同
じ
處
に
潜
み
給
う

は
御
心
も
と
な
し
と
て
、
安
養
寺
に
遷
し
秘
か
に
忍
び
給
い
に
け
り
。

二
月
の
中
頃
徳
威
三
島
の
宮
に
も
遷
り
忍
び
給
う
。

ま
た
、
三
月
の
中
こ
ろ
よ
り
久
万
の
山
中
は
要
害
の
地
な
り
と
て
、
菅
生
の

山
の
辺
り
な
る
大
宝
寺
の
理
覚
坊
に
潜
み
居
り
給
う
と
ぞ
。

こ
の
頃
、
将
軍
義
満
公
は
、
筑
紫
の
宮
方
を
討
ち
平
げ
給
わ
ん
と
て
、
其
勢

十
万
余
騎
に
て
進
発
な
る
べ
き
最
中
な
れ
ば
、
当
国
へ
も
武
田
、
小
笠
原
に

七
千
余
騎
を
差
し
副
え
宮
方
の
押
え
と
し
て
向
わ
せ
ら
る
。

国
中
の
も
の
を
上
を
下
へ
と
騒
が
し
く
、
今
に
も
合
戦
の
始
ま
る
な
ら
ん
と
、

そ
の
用
途
厳
重
に
ぞ
聞
こ
え
け
る
。
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元
中
三
年
三
月
の
末
つ
か
た
、
小
笠
原
勢
は
東
予
の
方
に
攻
め
入
ら
ん
と
て
、

四
月
八
日
、
道
前
道
後
の
境
な
る
中
山
、
十
門
、
大
熊
、
文
台
、
赤
嶽
の
諸

城
を
抜
き
取
ら
ん
と
戦
う
と
こ
ろ
に
、
毎
度
寄
手
は
敗
北
し
あ
れ
ば
、
こ
こ

に
武
田
勢
は
宇
和
、
喜
多
の
地
を
固
め
て
、
九
州
へ
の
道
を
閉
し
た
り
し
が
、

小
笠
原
勢
を
援
け
ん
た
め
、
御
井
津
へ
責
め
入
る
。

元
中
三
己
巳
四
月
十
日
、
南
方
の
公
卿
、
武
臣
の
輩
の
立
て
籠
り
た
る
と
こ

ろ
の
、
多
幸
山
天
徳
寺
の
伽
藍
を
焼
き
、
つ
ぎ
に
宝
巌
、
安
養
両
寺
の
伽
藍

を
焼
き
去
り
、
横
谷
越
え
正
観
寺
及
び
旗
寺
の
伽
藍
を
焼
き
払
い
、
久
米
岡

に
於
い
て
南
方
勢
と
血
戦
、
征
南
宮
傷
を
負
い
本
陣
へ
引
き
給
う
。

得
能
新
左
衛
門
尉
通
資
、
楠
次
郎
左
衛
門
尉
正
盛
、
太
田
三
郎
左
衛
門
尉
入

道
延
真
以
下
二
十
八
名
討
死
を
ぞ
し
た
り
け
れ
。

寄
手
は
此
の
勢
に
乗
り
、
河
野
伊
予
守
が
立
籠
る
湯
の
奥
城
に
攻
め
寄
せ
る
、

寄
手
敗
北
し
て
堀
江
浜
に
引
き
退
く
、
一
手
は
星
岡
に
戦
う
南
方
利
を
失
い
、

平
井
明
神
の
鼻
城
に
、
ま
た
、
戦
う
と
雖
も
寄
手
烈
し
き
こ
と
急
に
し
て
、

遂
に
徳
威
原
に
退
き
激
戦
し
、
法
皇
傷
を
負
せ
ら
れ
る
。

同
十
二
日
、
法
水
院
神
宮
寺
に
入
り
崩
御
給
う
。

こ
れ
を
徳
威
の
岡

南
山
へ
葬
し
奉
る
、
殉
死
の
大
将
は
通
政
以
下
和
田
、

北
畠
の
面
々
な
り
。

長
岡
悟
氏
は
こ
の
長
慶
上
皇
に
関
し
て
伊
予
の
伝
承
・
史
跡
を
踏
査
し
た
上
で
、

本
書
の
「
あ
と
が
き
」
に
て
考
察
さ
れ
て

（
５
）

お
り
、
南
朝
史
研
究
に
新
た
な
資
料
を

提
示
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
長
慶
天
皇
の
行
実
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
伝
承
が
伝
わ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

（
６
）

ら
ず
、
徳
威
ヶ
原
合
戦
に
お
け
る
長

慶
院
崩
御
の
事
績
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
予

地
方
史
研
究
に
お
い
て
も
こ
の
伝
承
に
つ
い
て
は
特
に
歴
史
的
研
究
の
対
象
に
な

っ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
予
章
記
』
等
の
史
料
も
こ
の
事
績

に
触
れ
て
お
ら
ず
、
資
料
的
に
孤
立
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
こ
の
伝
承
に
つ
い

て
は
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
伊
予
の
寺
院
の
古
文
書
に
も
長

慶
天
皇
に
関
す
る
史
料
が
残
っ
て
お
り（
今
治
市
玉
川
町
光
林
寺
文
書
）、
今
後
長
慶

天
皇
に
関
す
る
新
出
資
料
の
発
見
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
、「
南
源
臨
済
録
抄
」
の
成
立
に
つ
い
て

次
に
こ
の
「
南
源
臨
済
録
抄
」
が
成
立
す
る
前
提
と
な
っ
た
南
源
恭
薫
の
臨
済

録
の
講
義
は
い
つ
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
幸
い
天
徳
寺
に
は
「
南
源

薫
和
尚
年
譜
」（
写
本
）
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
奥
書
に
は
「
八
世
遠
孫
住
江

西
不
肖

宗
勘

纂
輯

九
世
遠
孫
住
月
光
不
肖

禅
諾

校
閲
」
と
あ
る
の

で
、
天
徳
寺
十
三
世
蔵
山
宗
勘
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
禅
諾
の
校
閲
を
経
て
成
立
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
年
譜
は
語
録
か
ら
法
語
な
ど
を
抜
粋
し

て
記
さ
れ
て
お
り
、
行
実
に
つ
い
て
不
明
な
点
も
多
い
。
主
な
記
事
を
取
り
上
げ

る
な
ら
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

永
禄

八
年

一
五
六
五
）

甲
州
に
て
誕
生
。

慶
長

三
年

一
五
九
八
）

湖
南
和
尚
の
印
可
證
明
を
受
け
る
。

慶
長

八
年

一
六
〇
三
）

秋
、
松
山
城
主
加
藤
嘉
明
に
迎
え
ら
れ
、
天
徳
寺

へ
晋
住
す
。

慶
長
一
三
年

一
六
〇
八
）

大
龍
寺
殿
本
嶽
常
心
大
禅
定
門
小
祥
忌
に
拈
香

す
。

慶
長
十
七
年

一
六
一
二
）

春
、
臨
済
録
を
評
唱
す
。
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慶
長
一
九
年

一
六
一
四
）

海
岸
山
岩
屋
寺
に
赴
き
詩
作
す
。

元
和

二
年

一
六
一
六
）

南
化
国
師
の
十
三
回
忌
に
拈
香
す
。

元
和

四
年

一
六
一
八
）

臨
済
録
を
講
ず
。

元
和

六
年

一
六
二
〇
）

湖
南
和
尚
、
月
桂
寺
に
て
示
寂
。

月
桂
寺
に
赴
く
。

元
和

七
年

一
六
二
一
）

湖
南
和
尚
一
周
忌
に
拈
香
す
。

妙
心
寺
に
再
住
す
。

元
和

八
年

一
六
二
二
）

元
旦
、
妙
心
寺
に
て
祝
聖
上
堂
す
。

三
月
九
日
、
見

軒
に
て
示
寂
す
。

右
に
見
る
よ
う
に
年
譜
の
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
の
項
に
「
春

師
評
唱
臨

済
録
、
其
本
之
尾
記
事
焉
。
其
本
尚
在
江
西
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
前
述
の
「
南
源

臨
済
録
抄
」
の
奥
書
に
「
慶
長
十
七
年
壬
子
四
月
十
日
南
源
恭
薫
記
之
」
と
あ
っ

た
記
述
と
一
致
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
臨
済
録
抄
が
蔵
山
の
頃
に
は
天
徳
寺
に
あ

っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
「
南
源
年
譜
」
の
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
の
項
に
も
「
四
年
戊
午

師
又
講
臨
済
録
」
と
あ
る
の
で
、
南
源
は
祖
録
の
う
ち
、
臨
済
録
の
提
唱
を
得
意

と
し
て
い
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

さ
て
以
上
の
よ
う
に
天
徳
寺
中
興
開
山
の
南
源
恭
薫
に
よ
っ
て
同
寺
に
お
い
て

臨
済
録
の
講
義
が
な
さ
れ
、
会
下
の
書
写
に
よ
っ
て
抄
が
成
っ
た
の
で
あ
り
、
そ

の
成
立
過
程
を
把
握
す
る
の
に
、
あ
る
程
度
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
み
て
本
写
本
は
中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
撰
述

さ
れ
た
一
連
の
臨
済
録
抄
の
成
立
過
程
を
考
察
す
る
上
で
貴
重
な
新
出
資
料
で
あ

る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
「
南
源
臨
済
録
抄
」
と
他
の
臨
済
録
抄
と

を
比
較
対
照
さ
せ
て
な
が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
機
会

を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

註
記

（
１
）
『
駒
沢
女
子
大
学
研
究
紀
要
』第
８
号
、
一
｜
二
五
頁
。
な
お
臨
済
録
抄
の
資
料
紹

介
の
他
に
、
臨
済
録
の
密
参
録
に
つ
い
て
も
大
徳
寺
派
・
妙
心
寺
派
・
幻
住
派
に

分
類
し
て
考
察
し
た
。

２
）

た
と
え
ば
『
雲
居
和
尚
年
譜
』
で
は
「
南
源
」
を
「
南
源
宗
薫
は
快
川
紹
喜
の
法

嗣
、
南
化
玄
興
の
法
嗣
、
湖
南
宗
岳
の
法
を
嗣
い
だ
人
で
あ
る
。
加
藤
嘉
明
の
師

で
、
伊
予
松
山
城
は
南
源
の
設
計
に
よ
る
と
い
う
。」（
六
一
頁
）
と
注
記
し
て
い

る
。

３
）
『
曹
洞
宗
全
書
』「
大
系
譜
」
七
八
七
頁
参
照
。

４
）

長
岡
悟
『
芳
闕
嵐
史

附

南
山
霞
抄
』（
宗
）
天
真
会
発
行
、
平
成
十
三
年

５
）

長
岡
、
前
掲
書
、
二
四
七
｜
二
五
三
頁
。
た
だ
し
長
岡
氏
は
徳
咸
ヶ
原
の
戦
い
の

年
号
に
つ
い
て
写
本
に
「
文
中
三
年
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
「
元
中
三
年
」
と
訂
正

し
て
い
る
が
、
文
中
三
年
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

６
）

長
慶
天
皇
の
事
績
に
関
す
る
先
行
文
献
と
し
て
は
、
①
三
輪
義
熈
『
長
慶
天
皇
紀

略
』（
大
正
十
三
年
、
博
進
館
）、
②
笹
原
助
『
長
慶
天
皇
御
紀
伝
』、（
大
正
十
五

年
、
精
文
館
書
店
）、
村
田
正
志
『
長
慶
天
皇
と
慶
寿
院
』、
④
庭
田
暁
山
『
私
本

長
慶
天
皇
と
児
島
高
徳
太
平
記
』、（
昭
和
五
十
二
年
、
児
島
高
徳
公
顕
彰
忠
桜
会
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
の
『
長
慶
天
皇
紀
略
』
で
は
応
永
一
七
年
二
月
二
二
日
五
七
歳
で
富
士
山
阿

祖
谷
で
崩
御
と
あ
り
、『
芳
闕
嵐
史
』の
文
中
三
年
説
で
あ
る
と
、
長
慶
天
皇
は
三
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十
代
前
半
で
の
崩
御
と
な
り
、
元
中
二
年
九
月
一
〇
日
付
の
高
野
山
宸
筆
願
文
の

事
績
な
ど
と
矛
盾
す
る
。『
国
史
大
辞
典
』
で
は
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
八
月
一

日
に
五
二
歳
崩
御
の
説
を
伝
え
て
い
る
。

長
慶
天
皇
の
御
陵
に
つ
い
て
は
昭
和
一
五
年
に
京
都
嵯
峨
角
倉
に
決
定
さ
れ

た
が
、
①
山
梨
県
冨
士
谷
説
、
②
青
森
県
弘
前
市
浪
岡
紙
漉
沢
説
、
③
和
歌
山
県

九
度
山
町
丹
生
川
玉
川
の
里
説
、
④
富
山
県
南
砺
市
安
居

安
居
寺
説
、
⑤
青
森

県
名
久
井
岳
麓
の
有
未
光
塚
な
ど
、
各
地
に
伝
承
が
あ
り
、
近
年
に
は
愛
媛
県
東

温
市
牛
渕
に
長
慶
天
皇
陵
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

〔
追
記
〕本
年
一
月
二
七
日
に
再
び
天
徳
寺
に
て
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の
際

愛
媛
大
学
の
川
岡
勉
教
授
よ
り
軸
装
さ
れ
た
後
村
上
天
皇
の
綸
旨
が
写
し
で
あ

る
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
伊
予
地
方
史
を
研
究
な
さ
っ
て
い
る
田
中

弘
道
氏
（
松
山
市
在
住
）
か
ら
①
月
湖
契
初
開
山
の
龍
穏
寺
の
所
在
、
②
『
芳
闕

嵐
史
』
翻
刻
本
の
徳
威
ヶ
原
合
戦
の
年
代
（「
元
中
三
年
」
で
は
な
く
て
「
文
中
三

年
」）
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
い
た
だ
い
た
。（
平
成
二
十
年
二
月
一
日
）
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